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〈
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

子
ど
も
た
ち
の
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む

た
め
に
、
自
ら
学
ぶ
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
推
進
し
よ
う
！

 

定
期
総
会  

定
期
総
会
開
催

群
馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

定
期
総
会　

盛
大
に
開
催
！

　

六
月
三
日（
金
）、
群
馬
県
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
、
平
成
二
十
八
年
度
群

馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度

も
、『
子
ど
も
た
ち
の
た
く
ま
し

く
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
た
め

に
、
自
ら
学
ぶ
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

推
進
し
よ
う
！
』
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
県
内
各
地
か
ら
、

地
区
代
表
者
や
多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。
髙
松

副
会
長
の
進
行
の
も
と
、
開
会

の
言
葉
、
国
歌
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
歌

斉
唱
、
岩
村
会
長
の
挨
拶
で
総

会
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
祝
辞
を
頂
き
、
そ
の

後
群
馬
県
教
育
委
員
会
か
ら
、

『
ぐ
ん
ま
の
家
庭
教
育
応
援
条

例
』
に
つ
い
て
の
行
政
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
群

馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
会
長
表
彰

が
行
わ
れ
、
団

体
表
彰
四
十
団

体
、
個
人
表
彰

三
十
三
名
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆

様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
事
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
本
会

の
成
立
確
認
が
行
わ
れ
、
髙
橋

副
会
長
を
議
長
と
し
、
各
議
案

の
説
明
に
入
り
ま
し
た
。
ま
ず

平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
報
告

並
び
に
会
計
収
支
決
算
報
告
、

特
別
事
業
会
計
収
支
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
、
平
成
二
十
八
年
度
の

役
員（
案
）に
つ
い
て
松
村
選
考

委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
、
承

認
後
、
岩
村
会
長
を
は
じ
め
、

新
役
員
が
、
自
己
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
二
十
八
年
度

の
活
動
方
針
、
活
動
目
標
を
会

長
提
案
と
し
、
事
業
計
画
案
、

予
算
案
、
平
成
二
十
九
年
度
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

群
馬
大
会
の
推
進
活
動
に
つ
い

て
議
案
が
上
程
さ
れ
、
第
一
号

議
案
か
ら
第
九
号
議
案
ま
で
の
、

す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
退
任
本
部
役
員
や
退

任
理
事
の
皆
様
へ
、
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
、
定
期
総
会
は
つ
つ

が
な
く
閉
会
し
ま
し
た
。

（
文
／
高
山
英
記
）

　

第
六
十
四
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全

国
研
究
大
会
徳
島
う
ず
し
お
大

会
が
八
月
二
十
日
・
二
十
一
日
の

二
日
間
、徳
島
県
内
で
開
催
さ
れ
、

群
馬
県
か
ら
は
総
勢
二
十
六
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
徳
島
発
！

渦
巻
く
力
を　

こ
れ
か
ら
の
社

会
に
巣
立
つ
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
〜
ま
け
ま
け
い
っ
ぱ
い
の
愛
を

注
ぎ
込
も
う
！
」
を
掲
げ
、
全
国

か
ら
参
加
の
約
五
千
人
が
一
堂
に

集
結
し
、「
家
庭
と
学
校
の
連
携
の

も
と
に
地
域
社
会
全
体
の
教
育

力
を
生
か
し
た
」「
健
や
か
な
体

と
思
い
や
る
心
を
持
つ
子
ど
も
を

育
て
る
」「
大
人
が
と
も
に
学
び
交

流
し
あ
え
る
」
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
阿
波
の
国
徳

島
県
で
と
も
に

学
び
、
交
流
し
、

子
ど
も
た
ち
の

輝
く
明
日
の
た

め
に
熱
く
語
り

合
い
ま
し
た
。

　
「
ま
け
ま
け
い

っ
ぱ
い
」
と
は
、

「
あ
ふ
れ
そ
う
な

く
ら
い
の
」
と

い
う
意
味
の
徳

島
の
方
言
で
す
。

　

初
日
は
、
徳

島
県
内
七
カ
所
の
分
科
会
会
場

に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
、
各
々
の

研
究
課
題
の
も
と
基
調
講
演
や

事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
が

参
加
し
た
、
今
大
会
の
中
で
一
番

小
規
模
な
会
場
だ
っ
た
第
一
分
科

会
で
は
、
組
織
運
営
・
広
報
活
動

に
つ
い
て
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
づ
く

り
と
広
報
活
動
に
つ
い
て
語
り
合

お
う
」
を
研
究
課
題
と
し
、
小
松

島
市
出
身
の
作
曲
家
・
サ
ッ
ク

ス
・
Ｅ
Ｗ
Ｉ
演
奏
者
、
住
友
紀
人

氏
を
講
師
に
迎
え
、
自
ら
の
子
ど

も
の
頃
の
体
験
を
基
に
、
親
か
ら

の
愛
情
、子
ど
も
に
対
す
る
思
い
、

な
ど
を
語
っ
て
頂
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

あ
り
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
後
、
住
友
氏
に
よ

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、

会
場
は
そ
の
素
晴
ら
し
い
音
楽
に

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
後
半
は
、
地

元
徳
島
新
聞
社
編
成
局
部
長
、

鳴
門
教
育
大
学
教
授
、
日
Ｐ
元
理

事
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
普
段
、
私
た
ち

が
問
題
を
抱
え
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
組

織
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
の

広
報
活
動
に
つ
い
て
、
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。
特
に
徳
島
新
聞
の

部
長
さ
ん
か
ら
は
、
広
報
紙
の
作

り
方
の
基
礎
に
つ
い
て
、
新
聞
を

構
成
す
る
立
場
か
ら
の
助
言
を

頂
き
、
今
後
の
広
報
紙
作
成
に
非

常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
全
体
会
は
、
五
千
人

が
一
堂
に
集
い
、
ア
ス
テ
ィ
徳
島

に
て
、
開
会
式
、
記
念
講
演
、
大

会
宣
言
と
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
開
会
式
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、「
同
じ
あ
ほ
な
ら
踊
ら
に

ゃ
そ
ん
そ
ん
！
」
で
有
名
な
「
阿

波
踊
り
」
を
阿
波
踊
り
協
会
総

勢
数
百
名
の
方
々
に
披
露
し
て
頂

き
、
ま
さ
に
、
圧
巻
、
の
一
言
で

し
た
。
会
場
内
は
し
ば
ら
く
そ
の

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
開

会
式
で
は
、
遠
藤
徳
島
市
長
に
よ

る
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
、
全
国
の

市
長
の
中
で
「
阿
波
踊
り
」
を
一

番
上
手
に
踊
れ
る
の
は
私
で
す
！

と
会
場
全
体
の
笑
い
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
講
演
で
は

漫
画
家
の
竹
宮
恵
子
氏
を
講
師

と
し
て
迎
え
、
子
ど
も
の
頃
の
経

験
を
基
に
、
親
子
の
絆
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
語
っ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
大
会
宣
言
を
決
議
さ

れ
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
の
連
携
、

大
人
が
と
も
に
学
び
、
交
流
し
合

え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
推
進
を
宣
言

し
ま
し
た
。

　

閉
会
の
後
も
会
場
の
出
口
で
は
、

阿
波
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
記
念
写

真
を
撮
り
な
が
ら
、
名
残
を
惜
し

み
つ
つ
、
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
六
十
四
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会　

徳
島
う
ず
し
お
大
会

広
報
副
委
員
長　

横
山
真
一

阿
波
の
国
、
日
Ｐ
徳
島
う
ず
し
お
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
！

群馬県小中学生総合保障制度
（こども総合保険）

岩
村
会
長
挨
拶

　

平
成
二
十
八
年
度
の
ぐ
ん
ま
Ｐ

Ｔ
Ａ
広
報
第
一
一
〇
号
発
刊
を
期

し
て
読
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
し

て
会
長
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
会
長
歴
二
年
度
目
と
な

る
今
年
度
も
、
日
頃
に
県
Ｐ
連
会

員
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
役
員
・

理
事
そ
し
て
事
務
局
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
群
馬
県

Ｐ
会
長
と
し
て
出
向
し
て
い
ま
す

が
公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全

国
協
議
に
て
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
枠
の

三
名
指
名
の
日
Ｐ
理
事
の
ひ
と
り

と
し
て
重
責
な
役
割
も
懸
命
に
で

き
る
限
り
何
と
か
受
任
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
三

日
に
県
内
十
二
郡
市
で
発
足
し
た

「
群
馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
」
に

始
ま
る
県
Ｐ
連
は
、「
群
馬
県
小
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
」
を
経
て
現

在
の
「
群
馬
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
」

と
改
称
さ
れ
て
、
県
内
十
九
郡
市

（
七
郡
十
二
市
）
の
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
・
連
絡
協
議
会
で
構
成
さ
れ
ま

し
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解

の
も
と
創
立
六
十
七
周
年
を
迎
え

ま
す
。
県
Ｐ
連
で
は
、
役
員
会
・

理
事
会
（
主
に
各
郡
市
協
議
会
長

に
て
理
事
構
成
）、
各
専
門
委
員
会

等
を
組
織
し
連
合
会
の
企
画
運
営

を
協
議
し
、
年
四
回
開
催
さ
れ
る

理
事
会
に
諮
り
な
が
ら
定
期
総
会

で
承
認
い
た
だ
い
た
活
動
方
針
の

も
と
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
直
前
年
度
と
な
り
ま
し
た
、

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
一
日
と

二
十
二
日
に
高
崎
市
を
会
場
で
開

催
さ
れ
る
第
四
十
九
回
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
群
馬
大
会

の
た
め
設
置
し
た
「
関
ブ
ロ
Ｐ
Ｔ

Ａ
群
馬
大
会
推
進
室
」
に
お
い
て

開
催
準
備
・
大
会
運
営
計
画
等
に

担
当
役
員
も
増
員
し
て
真
摯
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
関
ブ

ロ
Ｐ
Ｔ
Ａ
群
馬
大
会
を
無
事
に
成

功
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
実
施
の

た
め
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
良
き
励
み
に
な
り
ま
す

よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い

て
は
会
長
さ
ん
や
役
員
を
中
心
に

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
更
な
る
連

携
を
図
り
な
が
ら
各
々
地
域
性
や

特
徴
を
生
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
安
心
と
健
全
育
成
を
中
心
に

活
動
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
県
Ｐ
連
は
、
様
々
な
社
会

情
勢
変
動
を
受
け
て
移
り
つ
つ
あ

る
教
育
情
勢
の
中
で
行
わ
れ
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
円
滑
に
推
進
し
て
活

性
化
へ
向
け
、
特
に
は
家
庭
教
育

力
の
更
な
る
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
心
が
け
て
県
Ｐ
連
の

恒
例
的
な
事
業
や
新
し
い
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
十
何
年
に
一

度
に
ま
わ
っ
て
く
る
大
き
な
Ｐ
Ｔ

Ａ
研
究
大
会
を
主
管
す
る
こ
と
と

な
る
次
年
度
に
お
い
て
も
大
会
設

営
に
過
分
な
努
力
や
苦
労
は
も
ち

ろ
ん
必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
例

年
度
行
わ
れ
て
い
る
事
業
活
動
も

損
な
う
こ
と
無
く
そ
の
実
現
実
施

を
機
会
に
会
員
の
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
価
値
あ
る
存
在
意
義
を

も
う
一
度
再
確
認
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
関
ブ
ロ
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究

大
会
群
馬
大
会
の
テ
ー
マ
と
い
た

し
ま
す
「
伝
統　

自
尊
感
情　

自

立
し
た
大
人
へ
の
架
け
橋
〜
絹
の

国
か
ら　

未
来
を
自
分
ら
し
く
生

き
抜
く
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た

め
に
〜
」
ご
と
く
歴
史
と
伝
統
に

支
え
ら
れ
た
自
校
の
活
動
を
見
直

し
な
が
ら
改
善
・
充
実
・
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
私
た
ち
群
馬
県
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
の
使
命
の
ひ
と
つ
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

本制度の概要は県Pホームページをご覧ください。
http://www.gunma-pta.net/

◆ご契約の内容照会・変更のお手続きなどは･･･◆
　取扱代理店：(有)おかだインシュアランス
〒371-0846　前橋市元総社町２-29-１　ＫＸビル２Ｆ
　（電話）０２７-２５５-６７００
　　　　　受付時間：月～金　AM9:00～PM5:00

お問い合わせ先

◆事故の受付・保険金のご請求などは･･･◆
　事故受付窓口：東京海上日動火災保険株式会社
　（フリーダイヤル）０１２０-１１９-１１０

受付時間：３６５日　２４時間

平成28年度　役員・理事等名簿

会 長 岩村　隆志 上川渕小
副 会 長 高山　英記 広瀬小（伊勢崎）
副 会 長 竹内　一普 一中（高崎）
副 会 長 鹿島　元幸 明治小
副 会 長 髙松　　徹 生品小
副会長(県P大会) 岸　　龍也 桂萱中
常 任 理 事 横倉　美香 富岡小
常 任 理 事 清水　　誠 ※
常 任 理 事 宮﨑　　徹 ※
常 任 理 事 星野　祝子 五中(前橋)
常 任 理 事 横山　真一 鬼石中
常 任 理 事 奈良　　諭 水上中
常 任 理 事 野村　和彦 美園小
常 任 理 事 藤塚　美里 荒子小
常任理事(関ブロ) 神宮　嘉一 中尾中
常任理事(関ブロ) 佐藤　貴雄 安中小
常任理事(関ブロ) 青木　章子 大泉西中
顧 問 早川　　毅
※２名は校長会代表

◇◆◇ 優秀賞 ◇◆◇
■小学校の部
郡市 PTA名 広報紙名
前橋 勝山小学校ＰＴＡ かつやま
前橋 荒子小学校ＰＴＡ あらこ
前橋 群馬大学教育学部附属小学校ＰＴＡ 山びこ新聞
伊勢崎 茂呂小学校ＰＴＡ せんだん
伊勢崎 あずま小学校ＰＴＡ あずま
桐生 川内小学校ＰＴＡ やまなみ

■中学校の部
郡市 PTA名 広報紙名
前橋 第五中学校ＰＴＡ 五中ＰＴＡ新聞
前橋 大胡中学校ＰＴＡ 栴檀
北群馬 吉岡中学校ＰＴＡ 襷
太田 東中学校ＰＴＡ 東中ＰＴＡ新聞

第30回 ＰＴＡ広報紙コンクール
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本
校
の
特
色

　

榛
東
村
は
群
馬
県
の
ほ
ぼ
中
央
、

榛
名
山
の
東
麓
に
あ
た
る
た
め

「
榛
東
」
と
言
わ
れ
、
伊
香
保
温
泉

を
背
に
「
都
市
と
自
然
の
接
点
」

に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、

北
関
東
随
一
を
誇
る
榛
東
ぶ
ど
う

郷
で
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
観

光
ぶ
ど
う
園
が
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

村
に
あ
る
八
幡
神
社
で
は
、
毎
年

六
月
に
「
ホ
タ
ル
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
、
美
し
い
ホ
タ
ル
を
観
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
創
造
の
森

で
は
、
関
東
平
野
も
一
望
で
き
、

特
に
夜
景
は
見
事
で
す
。
ま
た
、

老
人
の
方
が
亡
く
な
る
と
、
み
ん

な
で
送
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
防

災
無
線
で
案
内
が
流
れ
る
と
い
う

昔
か
ら
の
心
温
ま
る
風
習
も
残
っ

て
い
ま
す
。

　

我
が
榛
東
中
学
校
は
、
四
年
前

に
新
校
舎
が
完
成
し
、
生
徒

四
二
八
名
が
充
実
し
た
環
境
の
中
、

学
習
や
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

平
成
の
新
た
な
冬
の
風
物
詩

　
「
繭
と
生
糸
は
日
本
一
」
上
毛
カ

ル
タ
で
世
に
知
ら
れ
、
富
岡
製
糸
場

の
世
界
遺
産
登
録
で
、
諸
外
国
に
も

名
を
響
か
せ
る
群
馬
の
養
蚕
。
そ
の

一
翼
を
担
っ
て
い
た
の
が
、
私
た
ち

の
小
学
校
が
あ
る
地
域
の
農
家
で

す
。

　

農
家
の
人
々
は
、
五
穀
豊
穣
を
祈

り
、
無
病
息
災
を
念
じ
て
、
四
季
の

移
ろ
い
の
中
で
、
独
特
の
年
中
行
事

を
執
り
行
っ
て
き
ま
し
た
。
小
正
月

の
行
事
「
ど
ん
ど
焼
き
」
も
そ
の
一

つ
で
す
。

　

数
年
前
ま
で
、
よ
き
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
小
学
校
の
校
庭
に
、
正
月
の

松
飾
り
・
注
連
縄(

し
め
な
わ)

な

ど
を
家
々
か
ら

持
ち
寄
り
、
一

箇
所
に
う
ず
高

く
積
み
上
げ
て
、

道
祖
神
小
屋
を

作
り
ま
し
た
。

点
火
後
、児
童
、

保
護
者
、
地
域

の
人
々
は
、
手

に
持
っ
た
繭
玉

飾
り
を
火
に
か

ざ
し
、
焼
け
た

繭
玉
を
口
に
し

五
十
八
年
ぶ
り
の
「
夏
期
巡
回
ラ

ジ
オ
体
操
会
」

　

下
仁
田
小
学
校
（
児
童
数

一
九
四
人
）
は
、
緑
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

登
録
の
「
荒
船
風
穴
」
や
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
「
下
仁

田
ジ
オ
パ
ー
ク
」、
町
の
特
産
物

「
下
仁
田
ね
ぎ
」
な
ど
様
々
な
地

域
資
源
を
活
用
し
た
「
下
仁
田
学

習
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
で
統
合
五
周
年
を

迎
え
、
様
々
な
五
周
年
記
念
事
業

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
が
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
で
協
力
し
「
地
域
連
携
協
働

の
教
育
支
援
活
動
」
と
位
置
付
け
、

「
下
仁
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
五
周
年

記
念
事
業
」
と
し
て
取
り
組
ん
だ

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

会
」
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
昨
年

の
夏
休
み
の
子

供
会
で
の
ラ
ジ

オ
体
操
が
発
端

と
な
り
、
五
八

年
ぶ
り
に
下
仁

田
町
で
開
催
す

る
た
め
誘
致
活

動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

一
，
〇
〇
〇
人

の
参
加
者
を
目

標
と
し
、「
ラ
ジ

オ
体
操
」
を
キ

　

本
校
の
特
色
の
一
つ
に
、
勤
労

生
産
学
習
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

お
借
り
し
て
い
る
学
習
田
で
米
作

り
を
経
験
す
る
も
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

本
部
役
員
と
各
支
部
長
も
手
伝
い

ま
す
。
六
月
の
田
植
え
で
は
、
泥

に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら
も
号
令
に

合
わ
せ
、
徐
々
に
上
手
に
植
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
十
月
の
稲

刈
り
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が

ら
稲
を
刈
り
、
束
ね
、「
は
ん
で
い
」

に
か
け
天
日
干
し
し
、十
一
月
に
は
、

脱
穀
を
行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

米
作
り
の
大
変
さ
を
経
験
し
ま
す
。

作
っ
た
お
米
は
、
生
徒
達
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
「
榛
東
づ
く
し
の

日
」
の
給
食
に
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
た
だ
き
ま
す
。    

　

今
後
も
こ
の

よ
う
な
活
動
を

通
じ
、
学
校
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
協
力

し
、
生
徒
の
心

と
体
の
成
長
を

育
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
文
／
小
此
木
崇
行
）

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き

た
こ
の
行
事
も
東
日
本
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
、
休
止
の
や
む
な
き
に

至
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
年
後
、
ポ
ッ
カ
リ
空
い
た

冬
の
イ
ベ
ン
ト
空
白
期
を
埋
め
る

た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
取
り
組
ん
だ
の

が
、「
ど
ん
ど
ん
フ
ェ
ス
タ
」
で
す
。

　

冬
休
み
明
け
の
最
初
の
土
曜
日

の
午
前
中
、
小
学
校
の
体
育
館
に
、

所
狭
し
と
設
け
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー
と
音
楽
演
奏
な
ど
を
児

童
や
保
護
者
が
楽
し
む
行
事
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
音
楽
演
奏
は
、
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
・
フ
ォ
ー
・
チ
ル
ド
レ
ン
の
ピ

ア
ノ
で
し
た
。
演
奏
を
聞
き
終
え
た

児
童
は
、
一
目
散
に
、
イ
ベ
ン
ト
コ

ー
ナ
ー
へ
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
乾

く
と
木
に
な
る
粘
土
で
鉛
筆
づ
く

り
を
楽
し
み
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

に
も
挑
戦
。
毎
年
好
評
の
科
学
実
験

や
思
い
思
い
の
絵
を
は
が
き
に
描

く
コ
ー
ナ
ー
に
も
長
蛇
の
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
う
大
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
は
、
勝
者
に
景
品
が
出
る
の
で
、

歓
声
と
笑
顔
が
、
体
育
館
じ
ゅ
う
に

広
が
り
ま
す
。

（
文
／
今
村　

勝
）

ー
ワ
ー
ド
に
、
子
供
は
健
康
な
体

力
づ
く
り
や
規
則
正
し
い
生
活
習

慣
を
学
び
、
大
人
は
体
力
向
上
と

親
子
交
流
を
深
め
、
地
域
の
人
と

は
挨
拶
習
慣
や
子
供
の
犯
罪
被
害

防
止
に
つ
な
が
る
よ
う
、
行
政
と

地
域
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
開
催

日
の
八
月
二
十
一
日
ま
で
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
学
校
で
は
、

音
楽
集
会
で
「
ラ
ジ
オ
体
操
の
歌
」

の
練
習
、
体
育
集
会
で
「
ラ
ジ
オ

体
操
第
一
と
第
二
」
を
練
習
し
、

先
生
方
に
ご
指
導
を
、
ま
た
保
護

者
の
皆
様
に
は
参
加
依
頼
か
ら
声

か
け
運
動
に
と
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

開
催
日
当
日
は
最
高
の
青
空
の

も
と
、
人
口
七
，
九
七
二
人
の
下

仁
田
町
で
一
，
二
五
〇
人
も
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
は
夏
休
み
の
思
い

出
と
し
て
、
心
に
残
る
貴
重
な
体

験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
夏
期
巡
回
ラ

ジ
オ
体
操
会
」
は
、
た
く
さ
ん
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
成
功
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
事

業
を
通
じ
て
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
同
じ
目
標
に
向
か
い
一
丸
と
な

っ
て
協
力
連
携
す
る
こ
と
が
、
子

ど
も
の
教
育
力
や
地
域
力
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
実
感
し
ま

し
た
。
今
後
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
学

校
、
地
域
と
よ
り
一
層
の
連
携
を

図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
文
／
堀
越
健
介
）

沼
田
東
中
学
校

沼
田
市

松
井
田
小
学
校

安
中
市

下
仁
田
小
学
校

下
仁
田
町

　今年の夏、父親仲間と子どもたちで八
ヶ岳登山や粟島へ。高学年が多いとはいえ、
二、三日家を離れ、父親と過ごすことに
不安はないか、ケガはしないかと少し心
配を。
　しかし、行ってしまえば子どもたちは
強いもの。普段なら大騒ぎしそうな多少
のケガも全く気にせず、山も海も思い切
り遊び倒していました。
　反対に親父たちの体力のなさを痛感。
しっかり体を鍛えておかないと、そのう
ち子どもたちに置いて行かれそうです。

（大澤博史）

－編集委員－
高山　英記 （伊・広瀬小）
横山　真一 （鬼石中）
星野　祝子 （前・第五中）
堀越　健介 （下仁田小）
山﨑　英之 （六合小）

小此木崇行 （榛東中）
小林　　勲 （大泉南小）
大澤　博史 （高・北小）
今村　　勝 （松井田小）
吉野　清明 （沼田東中）

編 集 後 記

市
域
の
川
「
城
掘
川
清
掃
活
動
」

　

沼
田
市
立
沼

田
東
中
学
校
で

は
、
同
校
近
く

を
流
れ
る
城
掘

川
周
辺
の
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
毎
年
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、

郷
土
を
知
り
、
そ
し
て
、
そ
の
郷
土

を
愛
す
る
心
を
育
て
て
、
地
域
に
貢

献
す
る
意
識
を
高
め
よ
う
と
、
平
成

六
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
五

年
に
は
、
県
か
ら
優
良
河
川
愛
護
団

体
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

城
掘
川
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
沼

田
城
下
の
生
活
用
水
路
と
し
て
築
造

さ
れ
た
も
の
で
す
。
沼
田
氏
や
真
田

氏
が
整
備
し
た
歴
史
あ
る
貴
重
な
財

産
で
す
。
現
在
は
生
活
用
水
路
と
し

て
の
役
目
を
終
え
、
川
沿
い
に
は
遊

歩
道
等
が
設
置
さ
れ
て
、
生
徒
は
通

学
路
と
し
て
、
地
域
住
民
は
散
歩
道

な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
川
の
中
に
入
っ
て
の

木
の
枝
や
紙
く
ず
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

空
き
缶
等
の
ゴ
ミ
拾
い
。
遊
歩
道
で

は
ゴ
ミ
拾
い
の
他
に
、
ほ
う
き
で
通
路

を
掃
い
て
落
ち
葉
な
ど
を
掃
除
し
た

り
、
木
の
枝
を
剪
定
し
て
通
行
し
や

す
く
す
る
な
ど
で
す
。
生
徒
は
生
徒

会
福
祉
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
学

年
毎
に
分
か
れ
て
活
動
し
、
地
域
か

ら
は
学
区
内
在
住
の
市
議
会
議
員
様
、

各
町
の
長
及
び
役
員
様
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
本

部
役
員
他
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
参
加
し
て
、

生
徒
と
一
緒
に
活
動
し
ま
す
。

　

放
課
後
一
時
間
ほ
ど
の
活
動
で
す
が
、

み
ん
な
で
同
じ
目
的
を
、
同
じ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
で
、
同
じ
時
間
を
共

有
す
る
こ
と
を
学
べ
る
と
て
も
良
い

活
動
、
そ
し
て
伝
統
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
な
ぜ
こ
こ
に
ゴ
ミ
な

ど
が
あ
る
の
か
と
気
づ
か
さ
れ
る
良
い

機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
誰
か
が
捨
て

な
け
れ
ば
こ
こ
に
は
無
い
と
い
う
現
実

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
今
後
に
役

立
て
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
私
た
ち
も
気

を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
地
域

の
方
々
と
交
流
し
、
地
域
防
犯
な
ど

安
全
、
安
心
し
て
通
学
や
居
住
で
き

る
環
境
作
り
が
出
来
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
文
／
吉
野
清
明
）

榛
東
中
学
校

北
群
馬
郡

田植え

不思議な粘土で鉛筆づくり

群馬県ＰＴＡ大会前橋大会のご案内

家庭教育研究集会のご案内

１．目　的　 研究協議や情報交換、講演会等を通して、ＰＴＡ活
動の改善充実を図る。

２．日　時　平成28年11月26日（土）　13:00～
３．会　場　ベイシア文化ホール(群馬県民会館)
４．参加者　各単位ＰＴＡ会員等　約1,500名
５．内　容　大会式典・講演会等
６．講演会　講師　奥野敦士(ROGUE)　氏

１．目　的　 子どもたちの心と体の健やかな成長のために、保護
者・教職員が一堂に会し、情報交換、研究協議を行う。

２．日　時　平成28年11月11日（金）　12:30～
３．会　場　群馬県生涯学習センター
４．参加者　各郡市より約250名のＰＴＡ会員
５．全体会　 県教委伝達　義務教育課　「ネットいじめ」　生涯学

習課　「家庭教育条例」
講演　ＴＥＲＵコミュニケーション主宰　渡辺照子　先生

６．分散会　テーマ別の６分散会で講演・研究協議

各単位ＰＴＡ会員等　約1,500名各単位ＰＴＡ会員等　約1,500名
ＰＴＡの皆様、
ぜひご参加を!!

全
力
で
子
ど
も
と
関
わ
る
「
七
夕
山

キ
ャ
ン
プ
」

　

夏
休
み
直
前
の
週
末
、
市
街
地
か

ら
車
で
十
五
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る

「
観
音
山
キ
ャ
ン
プ
パ
ー
ク
ジ
ョ
イ

ナ
ス
」
を
借
り
切
っ
て
行
う
親
子
キ

ャ
ン
プ
は
、
人
気
の
事
業
で
す
。

　

毎
年
四
月
下
旬
に
な
る
と
、
四
人

の
担
当
者
と
え
の
き
ク
ラ
ブ
（
お
や

じ
ク
ラ
ブ
）
を
中
心
に
、
子
ど
も
た

ち
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
自
主
性
が
発

揮
で
き
る
よ
う
な
一
泊
二
日
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

　

過
去
に
は
、「
命
を
い
た
だ
く
」
を

テ
ー
マ
に
豚
の
丸
焼
き
や
「
道
具
を

作
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
竹
を
使
っ
て

マ
イ
箸
、
マ
イ
コ
ッ
プ
作
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
「
親
子
で
遊
ぶ
」
と
題
し

て
、
芝
生
広
場
で
運
動
会
を
実
施
。

親
子
で
ペ
ア
を
組
ん
で
、
ム
カ
デ
競

争
や
玉
入
れ
な
ど
の
競
技
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
一
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
縦
割
り
で
チ
ー
ム
を
作
り

ま
す
。
夕
食
づ
く
り
や
肝
だ
め
し
な

ど
、
チ
ー
ム
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
時
間
に

は
、
炎
を
囲
ん
で
太
鼓
を
叩
く
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
。
最
初
は
バ
ラ
バ
ラ
だ

っ
た
リ
ズ
ム
が
徐
々
に
揃
っ
て
い
き
、

七
十
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
一
体
と

な
る
感
動
や
喜
び
を
感
じ
て
い
た
よ

北
小
学
校

高
崎
市

う
で
し
た
。

　

夜
は
バ
ン
ガ
ロ

ー
や
テ
ン
ト
で
就

寝
。
満
天
の
星
空

の
下
で
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
特
別

な
夜
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　

二
日
目
の
朝
食
は
、
恒
例
の
全
長

三
十
ｍ
の
流
し
そ
う
め
ん
。
子
ど
も

た
ち
が
一
斉
に
並
ぶ
様
子
は
壮
観
で

す
。

　

子
ど
も
も
大
人
も
全
力
で
取
り
組

む
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
、
記
憶
に
残
る

事
業
に
な
っ
た
こ
と
と
感
じ
て
い
ま

す
。

（
文
／
大
澤
博
史
）

く
に
っ
こ
を
育
て
る

　

全
校
生
徒
数
三
十
二
人
、
中
之

条
町
立
六
合
（
く
に
）
小
学
校
は

と
て
も
小
さ
な
学
校
で
す
。
日
本

の
チ
ベ
ッ
ト
と
も
称
さ
れ
る
豊
か

な
自
然
の
中
、
そ
し
て
小
規
模
校

な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
環
境

の
中
で
子
ど
も
た
ち
は
の
び
の
び

と
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

中
之
条
町
六
合
地
区
（
旧
六
合

村
）
に
は
六
Ｐ
連
と
い
う
組
織
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
町
村
合
併
後

も
地
域
と
し
て
子
ど
も
た
ち
（
く

に
っ
こ
）
の
成
長
に
関
わ
る
こ
と

を
目
的
に
、
六
合
こ
ど
も
園
、
六

合
小
学
校
、
六
合
中
学
校
の
各
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
及
び
青
少
推
委
員

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
廃
品
回
収

な
ど
大
人
数
が
必
要
な
事
業
の
共

同
実
施
や
、
単
Ｐ
で
は
開
催
の
難

し
い
観
劇
会
な
ど
を
六
Ｐ
連
と
し

て
開
催
す
る
な
ど
、
学
校
の
垣
根

を
越
え
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
に
は
地

域
住
民
の
方
々
に
も
多
大
な
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
地
域
一
丸
と
な

っ
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
、
過

疎
地
域
だ
か
ら
こ
そ
の
人
と
人
の

結
び
つ
き
の
強
さ
を
活
か
し
た
活

動
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

　

六
Ｐ
連
の
活
動
は
年
度
当
初
の

六
合
小
学
校

中
之
条
町

情
報
交
換
会
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

今
年
度
は
学
童
保
育
の
開
設
と
過

疎
化
に
よ
る
学
校
統
合
へ
の
対
応

を
主
要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
町
役
場
担
当

課
と
の
交
渉
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
な
ど
活

動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
六

Ｐ
連
だ
か
ら
こ
そ
、
幅
広
い
意
見

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
こ
の
地
域

に
と
っ
て
効
果
的
な
活
動
と
な
っ

て
い
る
の
だ
と
実
感
す
る
日
々
で

す
。

　
「
く
に
っ
こ
は
地
域
の
宝
物
」。

（
文
／
山
﨑
英
之
）

一
般
社
団
法
人
群
馬
県

Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助
会
か
ら

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助
会
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
中
に
傷
害
事

故
等
に
遭
わ
れ
た
会
員
に

共
済
金
・
見
舞
金
の
給
付

を
行
う
な
ど
、
会
員
が
安

心
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
参

加
で
き
る
よ
う
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。      　

　

昨
年
度
は
、
五
十
六

件
の
事
故
が
発
生
し
お

よ
そ
二
百
八
十
四
万
円

(

平
成
二
十
六
年
度
中

の
事
故
に
給
付
し
た
金

額
を
含
む)

の
共
済
金

等
を
給
付
し
ま
し
た
。                                

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
事
故

防
止
が
一
番
大
切
な
こ
と

で
す
が
、
事
故
が
発
生
し

た
と
き
に
は
速
や
か
に
安

全
互
助
会
へ
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

第49回日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会
群馬大会について

　分科会は「組織運営」「環境」「情報」「家庭教育」「健康・食育」「安全防災」「地
域運営」のテーマごとに、７分科会が行われます。全体会の記念講演の講師は、
俳優・テレビレポーターの阿部祐二氏に決まりました。
　分科会と全体会、それぞれ担当の郡市を中心に、全県を挙げて準備に取り
組んでいるところです。
　10月の関ブロ茨城大会では、ぐんまちゃんも登場し群馬大会のＰＲ活動を
行って参ります。
　みんなで力を合わせて、思い出に残る素晴らしい大会にしていきましょう。
　県内のＰＴＡ会員の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

※大会シンボルマークは髙野詩莉さん（26年度吉岡中３年）の作品です。

日　時：平成29年10月21日（土）（分科会）
10月22日（日）（全体会）

会　場：高崎市　音楽センター他７会場

スローガン：「伝統　自尊感情　自立した大人への架け橋
～絹の国から　未来を自分らしく生き抜く子どもたちを育てるために～」


